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論文内容の要旨

本論文では，ソフトウェア開発過程に関する研究のうち，開発過程記述言語の設計とその処理系の作成，

開発過程記述の作成手法，および開発過程記述の実行に基づくソフトウェア開発支援系に関する研究がま

とめられている。

まず第 1 章では，ソフトウェア開発過程の記述およびその実行に関する主要な研究について述べ，乙の

分野の研究の目的と必要性を明らかにする。

第 2 章では，ソフトウェア開発過程を記述するために段階的詳細化の方法が有効である乙とを述べ，ソ

フトウェア開発過程を記述するための動作的記述モデJレを提案する。次に，開発過程を記述するための言

語の要件について論じるo

第 3 章では，開発過程記述のために設計した関数型言語P D L (Process Description Language) 

およびその実行処理系である PDL インタプリタについて述べる。 PDL は代数的言語の意味定義に基づ

く関数型言語であり，ソフトウェア開発を行うために必要なさまざまな機能を備えているo PDL による

開発過程記述は， PDLインタプリタ上で実行する乙とができる。

第 4章では，段階的詳細化によって開発過程記述を作成する方法について論じる。乙乙で提案する方法

は，開発過程および生成物の流れの抽象度の高い記述に段階的詳細化を適用し，最終的に実行可能な開発

過程記述を得るものである。

第 5章では，ソフトウェア開発技法のひとつである J S D (J ackson S ystem Devel opment )を

例にとり，段階的詳細化によってソフトウェア開発過程の記述を得る手順について論じる。

第 6章では，本研究のまとめを行ない，さらに，今後の問題点、について論じるD
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論文の審査結果の要旨

ソフトウェアを正しく作る乙との難しさは広く認識されていると乙ろであるが，作成規模の大型化にと

もない，単にプログラムを書くという作業にとどまらないため，最近ではソフトウェアの開発という表現

が実体を的確に表わす。個人や組織特有の開発過程をとることも少なくない。従って，ソフトウェア作成

の自動化，既存ソフトウェア作成上の知識利用，作成方法の技術移転などを可能にするためには，開発過

程の記述とその保存，記述結果の計算機上での実行などを可能にしなければならない。

本論文では，ソフトウェア開発過程に関する研究のうち，開発過程記述言語の設計とその処理系の作成，

開発過程記述の作成手法，および開発過程記述の実行に基づくソフトウェア開発支援系に関する研究がま

とめられている。

まず，開発過程を記述するための言語の基本的要件を明らかにした上で，関数型言語P D L (Process 

Description Language) を設計し，その実行処理系である PDLインタプリタを作成している。 P

DL は代数的言語の意味定義に基づく関数型言語である。乙の言語は同ーの形式的意味定義の枠内でさま

ざまな抽象度の記述を行なう乙とができ，段階的詳細化による開発作業記述の開発に適している。 PDL

インタプリタは記述に従って自動的にツールを起動したり，ウインドウを操作したりできる。また，それ

に基づくソフトウェア開発支援系の実行中に検出された未定義関数に値や定義を与えて実行を継続できる

機能など，開発過程の記述を支援するためのさまざまな機能を備えている。

つぎに，段階的詳細化によって開発過程記述を作成する方法が提案されている。乙の方法では，まず，

開発過程を開発過程の流れと生成物の流れの 2 つに分けて抽象度の高い記述を行い，乙れらを段階的に詳

細化して結合し，最終的に実行可能な開発過程記述を得ている。乙の詳細化の方、法は簡潔かっ直接的であ

るため，さまざまな開発過程の記述に対して適用可能である。記述された内容を実行すると，各作業に適

したツールが自動的に起動され，さまざまな条件判定が容易に行なわれ，矛盾があって先に進めないとき

には適切な開発過程へ後戻りする。

さらに，乙の段階的詳細化法をソフトウェア開発技法のひとつで=ある J SD (Jackson System 

Development)法の手順記述に適用した結果を示す乙とによって，その適用可能性の実証を試みている。

乙の結果， J S D ~L従った開発を容易に行なえる乙とが示された。

以上の通り，本論文の成果は，ソフトウェア開発過程の記述に基づいて，ソフトウェア生産技術やソフ

トウェア工学の発展に寄与すると乙ろが大きく，博士論文として価値あるものと認める。

-499-




